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平成24年2月号２月の安全運転のポイント

２月は最も気温が低い時期であり、積雪や路面凍結によって運転が妨げられ、事故が起こりやす

くなります。特に今年は、強い寒波の影響により豪雪に見舞われている地域も少なくなく、例年は

ほとんど雪のない地域でも、降雪や路面凍結のおそれがあります。

そこで今回は、積雪路や凍結路の安全走行について考えてみることにしましょう。

積雪路では道路標示が見えなくなる

降雪時は視界が悪くなる

　積雪路や凍結路は大変滑りやすいため、車の停止距離も
長くなります。そのため、ブレーキをかけてもなかなか車
が止まらず、停止している前車に追突したり、赤信号で交
差点に進入するなどの危険な事態が発生しやすくなります。

　積雪路では、センターラインや一時停止線などの道路標
示が見えなくなります。そのため対向車線にはみ出したり、
一時停止線を超えてしまう危険があります。また、路肩も
見えなくなり、左端に寄り過ぎると側溝などに落ちてしま
う危険もあります。

　降雪時は、前方の視界が悪くなるだけでなくにサイドミ
ラーやリアウインドーにも雪が付着するために後方や側方
の視界も悪くなり、危険を見落としたり発見が遅れやすく
なります。また、激しい吹雪などの場合は、前方がほとん
ど見えない状態になることもあります。

スリップしやすくなる

　積雪路や凍結路では、スリップも起こりやすくなります。
特に、カーブ走行時や右左折時、進路変更時などは、ちょ
っとしたハンドル操作やブレーキ操作でスリップすること
があります。また、急ハンドルや急ブレーキ、急発進、急
加速などの“急”のつく運転操作は、スリップの大きな原
因となります。

路面の凍結は発見しにくい

　路面の積雪はすぐにわかりますが、凍結は見分けにくく、スリップして初めて気づくということもよくあり
ます。したがって、寒冷地でない場合でも、深夜から早朝に走行するときなどは、路面の状態に十分注意しな
いと、凍結路面を見落とす危険があります。
　また、橋の上やトンネルの中、濡れた路面の日陰の部分、切り通しなどは、特に凍結しやすい場所といわれ
ており、慎重に運転しないとスリップする危険があります。

凍結路の危険性と安全走行のポイント

凍結路面は発見が遅れやすい

凍結路面や積雪路面は滑りやすく、停止距離が長くなるうえに、ブレーキ操作やハンドル操作時

にスリップするおそれがあります。また、降雪や雪煙で視界も悪くなり危険の発見が遅れます。

そこで今回は、凍結路や積雪・降雪路の走行について考えてみましょう。

凍結路面は積雪路面よりも滑りやすく、ブレーキ操作

やハンドル操作のわずかなミスでスリップする危険があ

ります。しかも、凍結路面は積雪路と違って見分けにく

いために発見も遅れがちになり、スリップして初めて凍

結に気づくというケースもあります。路面の状態によく

目を配り、凍結路面を早めに発見するよう努めましょう。

トンネル内でも凍結していることがある

　トンネルの中は雨も雪も降らないため、路面が凍結す

ることはないように思えますが、走行車両の落とした雪

のために路面が凍結していることがあります。高速道路

や山間部のトンネルを走行するときは、路面の状態に注

意を払いましょう。また、トンネルの入口は凍結してい

なくても出口は凍結していることがありますから、その

点にも注意が必要です。

次の場所は、特に凍結しやすいといわれていますから、

スピードを落とす、前車との車間距離を長くとるなど慎

重な運転を心がけましょう。

・橋の上

・トンネルの出入口

・交差点の手前やカーブの手前などのブレーキをよく踏

むところ

・切り通し（山や丘陵などの間を切り開いて通した道）

・山間部などの日陰になっているところ

また、上記以外の場所でも、気温の下がる深夜から明

け方にかけては、路面が凍結しているおそれがあります

から注意しましょう。

こんな場所が凍結しやすい
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積雪・降雪路の危険性と安全走行のポイント

降雪時でなくても視界が悪くなることがある

　積雪路では、センターラインや一時停止線などの路面標示が見え

なくなるだけでなく、車道と路肩や側溝の見分けもつかなくなりま

す。そのため特にカーブでは対向車線にはみ出して対向車と衝突し

たり、左側に寄り過ぎて側溝に落ちてしまう危険がありますから、

注意しましょう。

　降雪時は、前方の視界が悪くなるだけでなく、サイドミラーやリ

アウインドーにも雪が付着するために後方や側方の視界も悪くなり

ます。こまめにウインドーガラスやミラーの雪を取り除きましょう。

　また、雪が降っていない場合でも、周囲に積もっている雪が強風

にあおられて舞い上がり（これを「地吹雪」といいます）、前方の

視界がさえぎられたり、対向してくる大型車が巻き上げる雪煙によ

って視界がさえぎられることがあります。地吹雪が予想される場所

や、大型車が接近してきたときは、あらかじめワイパーを作動させ

るなどして視界の確保に努めましょう。

強いブレーキはスリップをまねく

　積雪路や降雪路は停止距離が長くなります。そのため、前方の交

差点が赤信号の場合や、見通しの悪い交差点に接近したときなどに

減速のタイミングが遅れると、交差点の手前で停止できずに交差点

内に進入したり、信号待ちで停止している車に追突する危険があり

ます。このようなときに、停止しようとしてブレーキを強く踏むと、

スリップをまねく危険がありますから、赤信号の交差点や「止まれ」

の標識のある交差点に接近するときは、あらかじめ減速して進行す

るとともに、ブレーキはソフトに踏み、徐々に停止するようにしま

しょう。

冬季の走行では、スタッドレスタイヤなどの冬用タイヤを着用して

いてもチェーンは必需品です。車の中に装備されているか、破損して

いないかなどを必ずチェックしましょう。また、「チェーン装着」の

指示が出されたときや、対向車がチェーンを装着しているときなどは、

早めにチェーンを装着する必要がありますが、視界の悪い降雪時に路

肩に停止して装着作業をすると、後続車から見落とされる危険があり

ますから、チェーン脱着場や待避所、サービスエリアなど安全な場所

で作業を行いましょう。

タイヤチェーンの装着は早めに安全な場所で行いましょう

路面標示が見えなくなる
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